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六ケ所再処理施設周辺を対象とした総合モデル開発 

 

大型再処理施設から排出される放射性物質の移流・拡散・移行（図 1）を計算し、計算結果に基づ

く被ばく線量を推定するため、平成 14 年度から令和 2 年度にかけて総合的環境移行線量評価モデル

（総合モデル）を開発しました。総合モデルは大気拡散、陸域移行、六ケ所沿岸海域、尾駮沼等の各

サブモデルで構成されています（図 2, 3）。大型再処理施設のせん断溶解処理試験時の実測データによ

りパラメータをチューニングした総合モデルを用いて、大型再処理施設の申請書と同じ条件で実効線

量を計算すると約 0.009 mSv/年となり、再処理事業指定申請書の値（約 0.022 mSv/年）よりもやや小

さい値が得られました。 

今後、大型再処理施設の稼働に伴う排出放射性物質について、総合モデルを用いて毎年移流・拡散・

移行と実効線量を計算していく予定です。 
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図1 放射性物質の環境中での動きと計算モデル

図2 総合モデルの構成

図3 大気拡散モデルの計算領域

（図中の正方形内）
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